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地域包括ケアにおける多職種・多機関連携の実践的探求 

 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 

本ゼミでは、地域包括ケアの中核をなす「多職種・多機関連携」に焦点を当てます。医療、介護、福祉を一

体的に提供できる地域をつくるために、医療福祉専門職、行政、住民組織など、多様な専門職と機関がどのよ

うに役割を果たし、いかに専門性の壁を越えて協働しているのかを構造的に理解します。単なる座学にとどま

らず、実際のフィールドワークを通じて現場の課題や工夫を肌で感じ、大学でのディスカッションやレポート

作成によって学びを深化させる実践的な内容を展開します。 

 

学習目標 

① 地域包括ケアにおける各職種・各機関などの役割・専門性を理解する。 

② 現地見学とディスカッションを通じて、課題発見能力と論理的思考力を身につける。 

③ 報告レポートの作成やプレゼンテーションを通じて、自らの考えを他者にわかりやすく伝える力を養う。 

 

授業計画：  

１．事前学習 

地域包括ケアの概念、関連法制度、多職種連携の理論について文献を読んで理解を深め、フィールドワー

クに向けた視点を整理します。 

２．フィールドワーク（現地見学＆ヒアリング）  

急性期・回復期病院、認知症対応型共同生活介護（グループホーム）、小規模多機能型居宅介護、訪問看護 

ステーションなどを見学します。  

各現場で働く専門職の方々から日常業務での連携の実態、課題、工夫について直接話を伺います。 

３．グループディスカッション 

見学後、大学に戻り小グループでのディスカッションを実施します。それぞれが得た知見を持ち寄り、「職

種・機関間の視点の違い」「連携をスムーズにする鍵」「現場が抱えるコンフリクト（葛藤）」などにつ   

いて多角的に考察・議論します。 

４．報告レポートの作成と成果発表 

 ディスカッションの内容を踏まえグループで報告レポートをまとめ、ゼミ内で報告会を行います。 

 

＊現地見学は年間で 2～3回程度を予定しています。 

担当教員からのメッセージ 

 

本ゼミでは、地域包括ケアに取り組んでいる先進事例を通して、多職種・多機関連携のメリットと課題を掘

り下げます。医療・介護・福祉の現場に関心があり、主体的に現場へ足を運ぶ、意欲のある学生さんを歓迎し

ます。将来必要となる地域づくりの視点や多職種連携の知識や実践力を、仲間との議論を通して一緒に培って

いきましょう。 

 


